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高性能NC旋盤の導入による生産能力の
増強と小ロット・短納期生産への対応

現在は、鉄道車両の部品を主に製造しております。
人命にかかわる重要部品ですので品質管理には自
信を持って仕事に取り組んでいます。また、小ロット
生産の加工を得意としています。
印刷機、建設機械、農機具、医療機器、産業機器な
どの分野にも受注を広げて行きたいと考えておりま
す。
小規模企業でありますが顧客に満足して頂ける仕
事を目指しておりますので、ご連絡をお待ちしており
ます。

鉄道各社が新型車両投入やブレーキ部品交換を進めており、当社が製造する鉄道車両の
ブレーキ装置向け金属部品の需要が急増している。本事業でNC旋盤を導入したことによ
り、生産能力の向上、高精度化を実現したことで、生産能力不足の解消及び今後の受注増
と小ロット・短納期生産への対応を強化する体制を構築した。

需要が急増している鉄道車両向け金属部品の生産能力の増強、高精度化を実現すること
により、小ロット・短納期依頼への柔軟な対応体制の構築に加え、新規分野への進出のため
に必要な新規部品の試作加工の取り組みを行うための生産余力不足を解消する。

導入した高性能ＮＣ旋盤
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事業目 的

本事業において高性能NC旋盤を導入し、生産能力の向上や加
工精度の検証を行った。当該NC旋盤は、メーカー独自の技術によ
り、旋盤のミーリング機構から伝達する発熱や振動を最小限に抑
制し、高い加工精度と切削力を備えた設備である。テスト加工に
あたっては精度の分かりやすいアルミ材を使用し、加工精度及び
面粗さ等について、より確実な検証結果を求めた。
また、既存設備との連携体制を調整し、当該NC旋盤を含めた保
有設備全体で最も効率の良い生産体制の整備を行うことにより、
当社全体におけるの生産能力の向上を図った。

当社全体の生産能力が約１割増加し、生産余力の
確保を実現することができた。また、加工精度について
は、従来の寸法誤差が約±100分の2mmであったもの
が±1,000分の5mmまで向上した。
生産余力の確保及び加工の高精度化を実現したこ
とにより、新規部品の開発に係る試作加工を行うことが
可能となり、新規分野への進出を行うために必要な体
制及び設備が整った。
さらに、小ロット・短納期要求に対して柔軟な対応が
可能となったことから、顧客満足度のさらなる向上に努
めていく。

近年は、海外需要の拡大により、日本の鉄道車両
メーカー各社の生産余力や設計余力が不足する状況
がみられ、これまでの系列を超えた資材・部品調達や
共同調達の動きも出てきている。当社としては、この機
会を捉え、鉄道車両向けの各種装置や部品を製造す
るメーカー及びその関連企業との新規取引を目指して
営業活動を展開していく。将来的には、鉄道車両部品
以外への進出を目指し、様々な業界に対して高精度な
金属加工部品を供給する金属加工の総合メーカーを
目指して、事業の拡大を進めていく。

鉄道車両ブレーキ用部品Ⓐ

金属部品加工に係る生産性向上、高精度
化を実現し、様々な金属部品の試作加工が
できる体制を整えた。
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事業 者 概 要
2021年開催予定の東京オリンピックや2025

年開催予定の大阪万博博覧会など大型イベント

が控えていることから、JRや私鉄など鉄道各社は

古くなった車両の交換、新型車両の導入、ブレーキ

部品の交換などを急ピッチで進めている。それに

伴う関連部品の受注増加に対応するために、生産

能力の増強が急務であった。また、今後さらに増加

が予想される高精度要求への対応体制を整える

ことにより、より広範な部品の生産依頼に対応でき

る体制を構築する必要があった。

生産能力や加工精度の向上、新規部品の製造体制
の構築といったニーズに対応すべく、下記の目標を
掲げ本事業を行った。

• 当社全体の生産能力を約１割増加させる
• 鉄道車両部品の小型化・軽量化に伴い今後増
加が予想される精密加工への対応（約±1,000
分の5）体制を整備する

• 小ロット・短納期依頼への対応体制を構築するこ
とにより顧客満足度を向上させる

• 生産余力を確保し、試作品の開発を行うことで新
規分野への進出を図る
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